














はじめに

現在、妊娠中期の人工中絶とは妊娠 12週から 22 週未満までの中絶を指すが、これは近年

の周産期医療の進歩と新生児集中治療施設の充実により、胎児生存限界が著しく改善した

ため、平成 3年 1月 1日より、これ以降の中絶は許されなくなった。

一般に、妊娠中期は全妊娠経過のなかで最も安定した時期であり、この時期の人工妊娠中

絶は子宮筋の薬物感受性、子宮頸管の未熟性をはじめ、軟産道の損傷、感染、出血、精神

的損傷や経済的負担など多くの問題を抱えている。しかし、この様に中絶処置に際して種々

の困難性や危険性を伴う妊娠中期の実態は、なお不明の点が多い。

そこで今回、中期妊娠中絶の実態を検討し、2、3の知見を得たので報告する。


